
保護者の皆様　　ようこそ
　　高六小　令和７年度保護者会に
　　　　　　　　おいでいただきました。

１ 校長挨拶　２  教職員等紹介

５分程度お時間をいただき、御挨拶
と御紹介をせていただきます。

１３：５０　３年１組

１３：５５　３年２組

１４：００　２年１組

１４：０５　２年２組

１４：１０　１年１組

１４：１５　１年２組

１４：４５　６年１組

１４：４５　６年２組

１４：５５　５年１組

１５：００　５年２組

１５：０５　４年１組

１５：１０　４年２組

１５：１５　４年３組

①自己肯定感を整える学校づくり
②児童相互に学び合える環境の構築
　・教室配置　南校舎集中
　・ノーチャイム制
③PTA・寺子屋のこと
④教職員挨拶



自己肯定感を整えるための方策を具体化できる学校



　児
童相互に学び合える環境の構築

「学
校の役割」を

意識した
学校運営



　学
校、保

護者、地
域が互いに伴走する学校をつくり

ましょ
う！



各学年　表現・ダンスなど
各学年　徒競走・短距離走
選抜リレー

        令和７年度　高六小運動会指導方針　 誰もが活躍できる場！

令和６年度

①低中高２学年ごとの
　　表現・ダンスなど
②各学年　徒競走・短距離走
③６年生　全員リレー
④応援団　学校全体を応援！

・体育科のねらい達成
・児童相互に学び合える環境の構築

令和７年度

点数なし上級生と下
級生で学び合う！

順位なし

玉入れ、騎
馬戦などの競技はな

し！

愛校心高学年が中心とな
る

学校づくり



◯「本部役員」・「学年委員」・「ふれあいマーケット委員」に

　 ついて是非御検討ください。

        令和７年度　高六小  PTA活動

子どもたちのため
「学校と伴走」する PTA

◯PTA（LINE）オープンチャットに登録してください。











        令和７年度　高六小　教職員紹介

事務室   　       〇〇　〇〇
学校運営員       〇〇　〇〇
学校用務　　　   〇〇　〇〇
                           〇〇　〇〇
学校栄養士         〇〇　〇〇
　　　　　        〇〇　〇〇



        令和７年度　高六小　教職員紹介

図画工作専科               〇〇　〇〇
                                       （専科主任）

養護　　　　　 　　　〇〇　〇〇
音楽専科　　 　　　   〇〇　〇〇
算数習熟度別指導担当 　 〇〇　〇〇
時間講師　 　　　　　〇〇　〇〇
　　　　　 　　　　　 〇〇　〇〇



        令和７年度　高六小　教職員紹介

ことばの教室
   〇〇　〇〇（教室主任）

　　 〇〇　〇〇
         〇〇　〇〇
　　  〇〇　〇〇
  　   〇〇　〇〇



        令和７年度　高六小　教職員紹介

特別支援教室専門員 〇〇　〇〇
スクール・サポート・スタッフ　
　　　　　　　　　　〇〇　〇〇
学力向上専門員　 　〇〇　〇〇
　　　　　　　　 　〇〇　〇〇
学校生活支援員　 　〇〇　〇〇
　　　　　　　　　　１名欠員



        令和７年度　高六小　教職員紹介

STEP UP 教室　高六ルーム
　巡回指導教員 〇〇　〇〇　 　教室主任

　　　　　　　　〇〇　〇〇 　高六小主担当

　　　　　　　 〇〇　〇〇
　　　　　　　 〇〇　〇〇
　　　　　　　 〇〇　〇〇



        令和７年度　高六小　教職員紹介

来校者受付員 〇〇　〇〇
　　　　　　 〇〇　〇〇

学童擁護員 　〇〇　〇〇
　　　　　　　 〇〇　〇〇
　　　　　　 〇〇　〇〇
　　　　　　　 〇〇　〇〇



        令和７年度　高六小　教職員紹介

ALT　　　　　　　　　　〇〇　〇〇
GIGAスクール推進支援員  〇〇　〇〇
図書館支援業務委託           〇〇　
〇〇
特別支援アドバイザー  〇〇　〇〇
特別支援教室巡回心理士  〇〇　〇〇



        令和７年度　高六小　教職員紹介

〇スクールカウンセラー    〇〇　〇〇

〇スクールソーシャルワーカー（ SSW）〇〇　〇〇
                 　                       〇〇　〇〇
〇学校定期清掃業務委託　有限会社　イオタ

〇学校給食調理業務委託事業者　株式会社　東京天竜

〇あいキッズ　ライクキッズ株式会社

　　　　　　　　　　施設長    〇〇　〇〇



        令和７年度　高六小　教職員紹介

育児休業中 〇〇　〇〇
育児休業中 〇〇　〇〇
育児休業中　学校栄養士 〇〇　〇〇

教育実習　東洋大学往還型　 〇〇〇〇他
学生ボランティア　大東文化大学学生　等



        令和７年度　高六小　教職員紹介

１年１組　学年主任 〇〇　〇〇　　　１年２組　〇〇　〇〇
２年１組　学年主任 〇〇　〇〇　　　２年２組　〇〇　〇〇
３年１組　学年主任 〇〇　〇〇　　　３年２組　〇〇　〇〇
４年１組　学年主任 〇〇　〇〇　　　４年２組　〇〇　〇〇
４年３組　〇〇　〇〇
５年１組　学年主任 〇〇　〇〇　　　５年２組　〇〇　〇〇
６年１組　学年主任 〇〇　〇〇　　　６年２組　〇〇　〇〇

校長　　 〇〇　〇〇
副校長　 〇〇　〇〇



        令和７年度　高六小  PTA活動

子どもたちのため
「学校と伴走」する PTA

〇〇PTA会長より

案内は教室入口に掲示してあります





参考
令和６年度

３月保護者会資料



保護者の皆様
　ようこそ、高六小保護者会に
　　　　　　　　おいでいただきました。

令和７年度　教育方針

①自己肯定感を高める学校づくり
②登校時刻　8：15－8：20
③教室配置　南校舎に集中
④ノーチャイム制　自ら動く力
⑤通知表　二期制
⑥個人面談のゆとり　夏プールなし
⑦土曜授業プラン　年間３回
⑧文化的行事    音楽会展覧会隔年開
催

⑨PTA活動

校長より
５分程度、御説明させてい
ただきます。

１３：５０　３年１組

１３：５５　３年２組

１４：００　３年３組

１４：０５　２年１組

１４：１０　２年２組

１４：１５　１年１組

１４：２０　１年２組

１４：４０　６年１組

１４：４５　６年２組

１４：５０　５年１組

１４：５０　５年２組

１５：００　４年１組

１５：０５　４年２組





８時１５分  から
　　　　　８時２５分まで

        令和７年度　高六小教育方針

登校時刻

朝学習の時間　ゆとり確保

８時１５分  から
　　　　　８時２０分まで

朝学習（１５分間）
年間指導計画に即し、計画的に実施（授業扱い）



        令和７年度　高六小教育方針

教室配置

１年　南校舎１階
２年　南校舎２階
３年　西校舎２階
４年　西校舎３階
５年　南校舎３階
６年　南校舎４階

校舎全体に分散 南校舎に集中
異学年交流の充実

案
１年　南校舎１階

２年　南校舎２階
３年　南校舎２階

４年　南校舎３階

５年　南校舎４階
６年　南校舎４階



        令和７年度　高六小教育方針

ノーチャイム制

チャイムで時刻を意識

チャイムで動く
児童同士で
声をかけあって動く

時計を見て時刻を意識

生活時程の
見直し

第１段階
休み時間の予鈴
のみ鳴らす

第２段階
完全ノーチャイム



１学期通知表　４月～　７月
２学期通知表　９月～１２月
３学期通知表　１月～　３月

        令和７年度　高六小教育方針

通知表　二期制

個人面談時間のゆとり確保

前期通知表   　４月～９月
後期通知表   １０月～３月

３学期：
    約５０日間での指導と評価

ゆとりある指導と評価



６日間（各学年２日間）

        令和７年度　高六小教育方針

個人面談のゆとり　～夏季水泳指導実施なし～

個人面談時間のゆとり確保

実施なし

WGBT（暑さ指数）をもとにした
熱中症対策
指導：６日の中で２日のみ



年間６回

        令和７年度　高六小教育方針

土曜授業プラン

年間３回

①　６月２１日（土）：学校公開　※　６月２３日（月）振替休業日
　　　　　　　　　　　（道徳授業地区公開講座・引き取り訓練）
②１０月１８日（土）：運動会　　※１０月２０日（月）振替休業日
③１２月　６日（土）：展覧会　　※１２月　８日（月）振替休業日

〇平日学校公開： ４月３０日（水）、９月３０日（火）、１月２３日（金）



展覧会・音楽会・学習発表会

        令和７年度　高六小教育方針

文化的行事の在り方

音楽会・展覧会

３年に１回実施
　６年度　音楽会
→７年度　学習発表会
→８年度　展覧会
→９年度　音楽会・・・

隔年実施
　６年度　音楽会
→７年度　展覧会
→８年度　音楽会
→９年度　展覧会…

文化的行事

学習発表会　毎年実施

生活科・総合的な学習の時間等の
学習発表の場



◯高六小PTA　←　高六小の自慢

　今の時代にあった　 PTA改革

◯「学校行事の運営」、

　「日々の教育活動」、「地域行

　　事」等、たくさんの面で支え

　 ていただきました。

◯「本部役員」・「学年委員」に

     ついて是非御検討ください。

        令和７年度　高六小教育方針

PTA活動





　来年度も引き続き …　



参考
令和７年度　高六小

学校経営方針

教職員向け



令和７年度高島第六小学校

学校経営方針

令和7年4月３日木曜日　職員会議





令和７年度基本方針

自己肯定感を高める学校
　～　自己肯定感を高めるための方策を具体化できる学校　～

〇自己肯定感の体系化

・教職員の自己肯定感、保護者の自己肯定感、地域住民の自己肯定感

　そして、児童の自己肯定感

〇自己肯定感を高める方策の具体化

・自己肯定感を高める「手だて」構築

・自己肯定感が高まった事例を集める

（信じる→励ます→成功体験→価値付ける）



令和７年度基本方針

トップダウンとボトムアップの調和のとれた学校

・管理職等から示される学校経営方針・学校運営方針（トップダウン）

・方針を受けて考える教職員の主体的な取組（ボトムアップ）

　ボトムアップ促進のための方策（しかけ）づくり

・「学校経営・学校運営」と「学級経営・専科経営」の連動

・主幹会の定期開催　　トップダウンとボトムアップの調和のため

　委員会（クラブ）開催中の主幹会実施

・令和６年度成功事例　運動会委員会・生活指導部会（清掃指導の在り方）



令和７年度基本方針

指導と評価の一体化 →達成感→自己肯定感の向上
生活指導

　時を守り　場を清め　礼を正す

　ABCDの原則（凡事徹底）

　生活指導の指導と評価の一体化

　評価…①教育的効果の検証　②児童に対する価値付け、称賛

学習指導

　アウトプット型めあて（◯◯について考えよう→〇〇について考えて〇〇に書こう）

　児童の実態に即した具体的な評価規準 （目指す子どもの姿の具体化）



令和７年度基本方針

学習環境の工夫

（時を守り　場を清め　礼を正す）



        令和７年度　高六小教育方針

教室配置

１年　南校舎１階
２年　南校舎２階
３年　西校舎２階
４年　西校舎３階
５年　南校舎３階
６年　南校舎４階

校舎全体に分散 南校舎に集中
異学年交流の充実

案
１年　南校舎１階

２年　南校舎２階
３年　南校舎２階

４年　南校舎３階

５年　南校舎４階
６年　南校舎４階



令和７年度基本方針

児童相互に学び合える環境の構築

〇乗り越えること　ソフト面

・異学年交流が深まるということは、

　異学年によるトラブルが増えるということ

→成長の機会が増えるということ



〇乗り越えること　ハード面
・教室環境の整備　黒板　カーテンレール　更衣用仕切りカーテン

　ランドセル収納スペース　S字フック設置場所

　掲示板　教室の床

・フックの増設　S字フック使用の廃止

　フック設置場所　廊下　教室右側　教室左側



        令和７年度　高六小教育方針

ノーチャイム制

チャイムで時刻を意識

チャイムで動く
児童同士で
声をかけあって動く

時計を見て時刻を意識

生活時程の
見直し

第１段階
休み時間の予鈴
のみ鳴らす

第２段階
完全ノーチャイム





　令和７年度教育方針　ノーチャイム制開始にあたって　
〇心掛けたいこと

・教師に声を掛けられて動くのではなく 、

　上級生や児童同士で声を掛け合える関係構築をねらう

・高学年の活躍の場を教員が作る

（時を守り　場を清め　礼を正す）
・ノーチャイム制のデメリット

　授業開始時刻、終了時刻の分かりにくさ

　休み時間と学習時間の区別を付けにくい児童



　児童会活動の充実

・児童ができることは児童にさせる



　教職員の予定　情報共有の在り方 　
みんなが知っている状態

・開始合図の放送を要さない会議運営

・職員室　ホワイトボードに具体的計画を

　いつ　誰が　どこで　何を

　〇時〇分から　場所　内容 　

・当日の動静　出張予定　休暇等予定　ホワイトボードで共有

・職員夕会記録用紙　不在者の確実な記入　不在者の確実な確認、押印

・毎日確認　ホワイトボード　後方黒板　C4th　（高六小クラスルーム）

（Googleカレンダーの活用検討）



みんなが知っている状態
・当日の動静　出張予定　休暇等予定　ホワイトボードで共有

・職員夕会記録用紙　不在者の確実な記入　不在者の確実な確認、押印

◯会議開催時刻・開催場所　職員室ホワイトボードに記載

　　　　　　　　　　　　　前日退勤前まで

　目標　放送による招集をせずに定刻に会議を開催



令和７年度基本方針

当たり前の見直し
「当たり前だからやる」「今までやってきたからやる」からの脱却

本当に必要か、なくしてみたらどうなるか、教育的な意義の再確認

・ランドセルを廃止してみたら…？

・サマータイムを導入したら…
・上履きがなくても大丈夫かも？

・日直の号令は必要？

・朝の会　帰りの会はしないといけないもの？

・運動会の種目を考えるのは教師？

・校帽は「つば広帽」

・その他



令和７年度基本方針

掲示物の精選

　同一掲示物は長期間掲示しない



　学校の役割　





　提案　高六ミニマム　肯定表現に修正

　　　　なくせる決まりはなくしていく







　教職員のメンタルヘルス　

・令和７年度教職員アウトリーチ型相談事業





















　算数習熟度別指導の在り方　

・クラス分けの仕方

・評価の仕方

　ステップアップ　

巡回指導教員は木曜日は高六小の職員

・年休、他校へ行くなどは、管理職に報告



　STEP UP 教室のよりよい運営のために　
①「巡回指導教員」と「在籍学級の担任」との共通理解・共通方針

←「特別支援教室専門員」による連絡・調整

②「巡回指導教員」と「巡回校」との連絡

　C4thによる（巡回指導教員←→特別支援教室専門員）連絡の宛先に、両校管理職を宛

先に挿入　

（目的　円滑な情報共有）

③巡回指導教員は木曜日は高六小の職員

・年休、拠点校で執務を行う場合などの服務の取扱は、本来は出張扱い

・事前に巡回校（高六小）管理職に要報告

・事前に分かっている場合は、C4thによる連絡が望ましい。

（宛先は②同様）



　STEP UP 教室のよりよい運営のために　
④勤務時間の確認

　巡回校の勤務時間に合わせる



教職員の同僚性　構築のために　

全員が一人一人の精一杯

相互に尊重できる関係の構築

互いにリスペクトし合いましょう

みられているという意識



　ことばの教室と通常の学級　　

・ことばの教室の担当は主担当は、原則行わない

・ことばの教室分掌との兼ね合い

・企画会議　教室主任が参加するが、指導時間と重なるため代理出席の場合がある

・ことばの教室の教室分掌



教職員組織のマネジメント　

共通理解（みんなが知っている状態）　から　共通実践へ

みんなが知っている状態からみんなで取り組む状態へ

グループではなく、チームへ



　スローガン　案　

学習発表の高六小　探究の高六小



　人権教育の推進　

人権感覚の向上

学習成果物を掲示する際は、掲示前に誤字脱字の確認をする。

児童の名前の呼び方　さん付け呼称

名字さん付け、名字が同一の場合、

高圧的な指導ではなく、温和な指導を



　保護者との伴走　

・保護者と学校の相互に心地よい関係

・保護者は共に運営する側

・例えば体育館で保護者会などをする際、終了後のパイプ椅子片付けは保護者に協力を

依頼する

・学年保護者会

・音楽会等

・儀式的行事（入学式・卒業式・周年行事）を除く

・保護者はお客様ではなく、共同運営者という意識





　保護者会の在り方　

・保護者相互の関わり合いの確保

・グループでの情報交換等

・保護者会実施時間の拡張　ゆとりの確保

・ハイブリッド型保護者会

　参集を推奨するが、オンラインでの視聴環境整備



◯高六小PTA　←　高六小の自慢

　今の時代にあった　 PTA改革

◯「学校行事の運営」、

　「日々の教育活動」、「地域行

　　事」等、たくさんの面で支え

　 ていただきました。

◯「本部役員」・「学年委員」に

     ついて是非御検討ください。

        令和７年度　高六小教育方針

PTA活動



　保護者との伴走　

〇PTA
　令和７年度　PTA学年委員【学校（学年）と保護者をつなぐ役割】

　と担任の連絡方法

・主に学校代表メールを用いた連絡をする。

　@

〇保護者有志の茶話会　ランチルーム

（「行き渋り」や「学校へ足が向かない」、

   「学校生活と子どもたち」などについて話す会）

mailto:taka6es@ita.ed.jp


　地域との伴走　

〇学校支援地域本部　地域コーディネーター　３名から５名に　２名増

〇iCS委員会　年間５回以上開催のうち、

　１回以上、全教職員も参加する委員会を開催

〇地域の教育力活用

・大東文化大学との連携

・はすのみ教室利用団体との連携



　校内組織　
〇学校経営支援部会（令和６年９月職員会議周知済み）

　７年度行事予定表に開催日要設定・要挿入

〇学力向上委員会（要定期開催）

・地域教材、ゲストティーチャー、交流先等の一覧・共有

・学習発表会（全学年実施）の企画・運営

〇ICT推進委員会（要定期開催）

・ＩＣＴ関係の実務

・ＩＣＴ推進のための情報交換、発信、研修、委員会内ＯＪＴ

・学習支援アプリ　すららドリル　デジタル教科書　デジタル図書館

・Canva Padlet　の活用促進　情報共有　情報発信

・classroomの活用　・ホームページの充実　各学年毎月１回以上投稿



　校内組織　
〇特別支援教室推進委員会

　特別支援教育コーディネーター　〇〇　〇〇

〇児童の居場所づくり委員会

　委員長　〇〇

・生活指導部に位置付け、組織的運用を図る

・生活指導主幹が統括

特別支援教育
推進委員会

コーディネーター

〇〇　〇〇　

児童の
居場所づくり

委員会

委員長

〇〇

生活指導部





　児童下校後の会議設定可能時間　
最終下校時刻　　　１５：１５

会議設定可能時間　１５：２０－１５：４５

校内支援委員会

特別支援教育推進委員会

児童の居場所づくり委員会

ICT推進委員会

学力向上委員会

ミニケース会議

その他、各種委員会

また、勤務時間内のOJT実施も可能



　特別支援教育の充実　
・校内支援委員会とケース会議　二本立ての年間計画

　　WISC（対象児童の選定、調整）、ケース会議

　　特別支援教育アドバイザー連絡調整、スクールソーシャルワーカー連絡調整

・生活指導部会の中に位置づける

・保護者への連絡窓口　主担当は担任

　特別支援の推進と生活指導の区別　
・生活指導の指導と評価の一体化

・特別支援の推進



　地域との伴走　

・高島平ブラザーズ

　学校への協力

　　グリーンキーパー（芝の管理）

　学校からの協力

　　入学式、保護者会での案内配布



　日常業務　
〇週の計画簿（週案簿）

・C4th、その他パソコンで作成の場合は、週案簿のノートに貼って提出ではなく、

　ファイル等に綴じて提出

・A４サイズで複写をとり、挟んで提出

〇文書決裁

・起案スタンプは文書に直接押印　付箋は使用しない

・起案文書は画板に挟んで回覧

〇教職員の同僚性

・かかえこまないで、「助けて」が言える職場

・ハラスメント防止　　ハラスメントと感じたらハラスメント

・リスペクトし合う対応



　教室の学習環境整備　

【推奨】
　教室前面には、掲示物を貼らない

　授業のユニバーサルデザイン

【試行推奨】
　授業開始時　日直による号令の廃止

　始まりの合図は授業者が行い、開始直後に児童に問いをもたせる

　「問い」が「めあて」につながる



具体的方策　令和７年度に向けて（令和 7年1月　職員会議）

〇scrap and build（スクラップ＆ビルド）

②４月末離任式なし　３月下旬異動発表後　朝の時間「離任の会」開催　手紙等要検討

③特別活動部　・委員会活動の在り方　・給食委員会と株式会社天竜　・芝の手入れ

　　　　　　　・放送委員会の活動　３・５校時開始前の予鈴

④働き方

・長期休業中の自宅勤務推奨 　執務開始時と終了時　クラスルームで執務内容入力報告

・自宅療養中のオンライン授業

・夏季休業中の閉庁日拡大　９日間程度

⑤教育実習　実習生３名₊α



昨年度職員会議資料　令和７年度に向けて

▼再掲

　学校公開等  受付名簿廃止

　QRコード(二次元コード )によるフォーム参加者管理

　保護者  自転車による来校許諾

　始業式  クラス編成  当日早朝発表のオンライン化



年間６回

        令和７年度　高六小教育方針

土曜授業プラン

年間３回

①　６月２１日（土）：学校公開　※　６月２３日（月）振替休業日
　　　　　　　　　　　（道徳授業地区公開講座・引き取り訓練）
②１０月１８日（土）：運動会　　※１０月２０日（月）振替休業日
③１２月　６日（土）：展覧会　　※１２月　８日（月）振替休業日

〇平日学校公開： ４月３０日（水）、９月３０日（火）、１月２３日（金）



８時１５分  から
　　　　　８時２５分まで

        令和７年度　高六小教育方針

登校時刻

朝学習の時間　ゆとり確保

８時１５分  から
　　　　　８時２０分まで

朝学習（１５分間）
年間指導計画に即し、計画的に実施（授業扱い）



６日間（各学年２日間）

        令和７年度　高六小教育方針

個人面談のゆとり　～夏季水泳指導実施なし～

個人面談時間のゆとり確保

実施なし

WGBT（暑さ指数）をもとにした
熱中症対策
指導：６日の中で２日のみ



１学期通知表　４月～　７月
２学期通知表　９月～１２月
３学期通知表　１月～　３月

        令和７年度　高六小教育方針

通知表　二期制

個人面談時間のゆとり確保

前期通知表   　４月～９月
後期通知表   １０月～３月

３学期：
    約５０日間での指導と評価

ゆとりある指導と評価



◉クラスルームに掲載する情報（児童の写真等）

・classroomは限られたアカウントのみ閲覧可能な

　閉じた世界

・学習の様子を入れてよいことになっている



入校証　入校許可証　取扱方法今後の改善点

課題　入校許可証　取扱業務発生

　　　①入校許可証についての案内

　　　②入校許可証配布希望集約

　　　③入校許可証作成　配布

　　　④入校許可証未持参参観者用　参観者証作成

　　　⑤入校許可証未持参参観者　名簿記入 +参観者表に記名案内

　　　★行事ごとに実施



入校証　今後の改善案　令和６年１０月職員会議より

次年度改善点

入校証　年度始めの配布枚数増加　児童１名あたり１２枚配布

　〇画用紙で配布

　〇A４サイズ（案）

　〇１２枚まとめて配布し、切り取り作業等は保護者が行う。

　〇年度初めに配布した入校証を諸行事の際に使用する。



展覧会・音楽会・学習発表会

        令和７年度　高六小教育方針

文化的行事の在り方

音楽会・展覧会

３年に１回実施
　６年度　音楽会
→７年度　学習発表会
→８年度　展覧会
→９年度　音楽会・・・

隔年実施
　６年度　音楽会
→７年度　展覧会
→８年度　音楽会
→９年度　展覧会…

文化的行事

学習発表会　毎年実施

生活科・総合的な学習の時間等の
学習発表の場



　板橋区授業スタンダード S　
Self　セルフ　　Select　セレクト





















令和７年度高島第六小学校

学校経営方針

令和7年4月３日木曜日　職員会議



令和７年４月９日水曜日
１４：３０－　職員会議
毎日ありがとうございます。

　校長より



　ことばの教室　研修資料　教室内研修資料より 　

◉ことばの教室における指導内容分類

・構音障害の指導

・吃音のある児童への指導・支援

・言語発達遅滞の指導

◉吃音のある児童への指導・支援

・そもそも吃音指導・支援には、正解はありません

・構音障害、言語発達の指導のように系統的な指導・支援方法はなく、

立場や考え方の違いによって指導方法は変わってきます。

・担当者が「吃音に対する自分の考え方」をしっかりもち、指導にあたら

ないと単に時間だけが過ぎていってしまいます。



　ことばの教室　保護者会資料 　

　吃音の約８割の原因は体質 だと言われています。保護者

の育て方や精神状態（子どもが小さいときに忙しくて余裕

がなかったなど）は、原因ではない ことが研究で分かってい

ます。



　週案指導記録より　６年生前日登校のこと 　

　６年生が気持ちよく、すすんで仕事をしてくれた。ある児童

が「疲れたね」と話し、相手の児童が「でも、これ去年の6年
生もやってたんでしょ。すごいよね」と返していた。

　６年生としての意識と責任が芽生えていることが分かり、す

ごく嬉しくなった。入学式リハーサルでの国歌や校歌の歌声

もよく出ていたので、このまま学校を引っ張っていってほし

い。



　学力向上専門員　学校生活支援員　指導体制 　

１年１組　〇〇　〇〇〇　先生

１年２組　〇〇　〇〇〇　先生

〇年〇組　〇〇　〇〇〇　先生



　教職員構成　報告　

〇昇任

　〇〇〇　〇〇　主任教諭

〇研修対象教員　追加報告

・〇〇〇　〇〇　主任教諭　新任主任教諭研修

・〇〇　〇〇　　主任教諭　中堅教諭等資質向上研修



　教育実習指導教員　

　①共立女子大学家政学部〇〇学科　４年　〇〇　〇〇〇
　　５月１２日月曜日から６月６日金曜日まで　４週間

　②東洋大学　往還型教育実習　〇〇　〇〇　１６日（水）開始
　　毎週水曜日来校

　③杏林大学　養護　　〇〇さん　９月

　④國學院大學　学生（女性）１０月３日金曜日から１０月３１日金曜日

　移動教室引率職員　

　①日光移動教室

　②倉渕移動教室



　PTA　学年委員　

　新1年：　　新2年：

　新3年：　　新4年：

　新5年：　　新6年：

　PTAからの案内   　 
オープンチャット　登録方法掲示物を掲出予定

掲示期間：４月１４日（保護者会前日）から４月３０日（学校公開）まで

掲出作業・剥がす作業： PTA本部

掲示場所：各教室のドア（廊下側）、校舎内各所

掲示内容：

①PTAオープンチャット登録案内　②学年委員募集案内　③ふれマ委員募集案内

※ふれマ：PTA行事　ふれあいマーケット委員の略称

周知方法：校長or担任から案内



　臨機応変な計画変更 　

・特別活動部の事例　１年生を迎える会

・おわかれ給食の在り方

　学校支援地域本部と体力テストのこと 　

・児童の主体性・学び合い　重視

・異学年交流をとおした「相互成長機会」の確保



　自己申告　年間計画 　
１学期当初申告

　授業観察・当初申告　５月７日（水）～６月１３日（金）

　清書提出期限　６月１８日（水）

２学期中間申告

　異動について　提出期限　９月２日（火）

　授業観察・中間申告　　９月８日（月）～１０月１０日（金）

　清書提出期限　１０月１５日（水）

３学期最終申告

　授業観察・最終申告　１月１３日（火）～２月６日（金）

　清書提出期限　２月１０日（火）

※月別行事予定　反映予定



　経営支援本部　
〇メンバー

　経営支援主任　校長　副校長　教務主任

　生活指導主任　用務主事　事務主任　学校運営員

〇毎月定期開催

　１５時２０分から１５時４５分まで

　　第１回　４月２５日　金曜日　１５：２０－１５：４５

　　　　　　校長室

〇内容　学校施設・教育環境　全般の整備遂行

　　　　①屋外倉庫整備　②掲示板整備　③教材室整備

　　　　④学校支援地域本部との連携内容　他



　S字フック廃止計画 　

教室掲示よりも収納優先



　学生ボランティア 　

〇大東文化大学　〇〇　〇〇

〇共立女子大学家政学部〇〇学科　４年

　〇〇　〇〇〇

　毎週木曜日　ボランティアで来校（予定）

〇教育実習予定学生　杏林大学　養護　〇〇さん

　検討中



　STEP UP 教室のよりよい運営のために　
①「巡回指導教員」と「在籍学級の担任」との共通理解・共通方針

←「特別支援教室専門員」による連絡・調整

②「巡回指導教員」と「巡回校」との連絡

　C4thによる（巡回指導教員←→特別支援教室専門員）連絡の宛先に、両校管理職を宛

先に挿入　

（目的　円滑な情報共有）

③巡回指導教員は木曜日は高六小の職員

・年休、拠点校で執務を行う場合などの服務の取扱は、本来は出張扱い

・事前に巡回校（高六小）管理職に要報告

・事前に分かっている場合は、C4thによる連絡が望ましい。

（宛先は②同様）





　先日のアンケート結果 　

研



　先日のアンケート結果　経営方針をきいて…一言！（印象に残ったこと　感想　など）　

大きく変革していく高六小が楽しみになりました。

パワハラにならないように気を付けます

低学年からのスタンダードSの取り組みに興味があります

自分で判断できる子どもを育てたいと感じた（時間管理や自己調整学習）

わくわくすることが多かった。しかし、正直全てできるか不安もある。

よりよい学校のために、チーム一丸となって学校を変えていきたいです！

いつも盛りだくさんで驚かされます。

スタンダードSがどのようなものか詳しく知りたいと思いました。

入れ物よりも中身を大事に。児童の成長につながる変化をしていきたいです

具体の評価基準について、今年度の児童の実態に基づいてより解りやすいものを設定したいと思いました。

様々なことを考えてくださっている

大変そう

パワハラ防止、大事です。

次の学年は特に自己肯定感の低い子が多いと思うので、それを高めてあげられるよう指導します。

新しいことがいろいろある

校内全体で特別支援教育の充実を図りたい

高六小がどんどん変わっていって子どもも職員もより居心地の良い学校になると感じました。

完璧には理解できていないです･･･。　全部やりきれるかな･･･一つ一つていねいにやる！

よりよい授業のために　

働きやすい職場になっていきそうでわくわくします！

すみません。これから詳しく見ます。

子どもたちの自己肯定感を高められるような指導を、前の学校でも頑張ってきたので高六でも頑張りたいです。



　先日のアンケート結果　「自己肯定感」を高めていくために、できそうなこと、意識したいこと　を一言！　

お互いの良い所探し。ポジティブな声かけ

教員同士の支え合い、認め合い　「お互い様」「おかげさま」

行動の価値付け

声かけの仕方

「言葉」「ボトムアップ」

まずは自分を褒める！

久しぶりの担任として、児童への接し方は肯定的な言葉で行うを心に留めておきたい。

日々の授業を大事に！児童に満足感を与えられる授業を提供していきたい。何事も愉しんで！！

好きを増やす

できた！いいことおもいついた！が聞こえる授業

やるしかない

協力

考えますゆっくり。

児童への肯定的な声かけを増やしたいです。

ことばは、１５時台の会議は出られないから、１６：３０以降しか会議がないと、OJTに出られなくて残念だな

まずは自分の自己肯定感を高めたい

職員同士での会話を増やして、自分のことも認めていきたい。

やるしかない･･･。　　いっぱい褒めて楽しいことをして、児童のいいところを見つけてのばす！！

授業の中で、一回でも笑顔で接する、褒める。

まずは自分の自己肯定感を上げられるように好きなことをとことんやりたいと思います。

考えてみます。

できたことをたくさん褒めるようにしたい。



アンケート　その②
予想回答時間：１分間
設問数：３問

https://

①大型連休は…
②３日間で見付けた児童の活躍

③３日間で見付けた教職員の活躍

https://forms.gle/mJ2x8Kuduy6x4erTA

